
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
みんなで応援しよう！ 家庭教育！ 第２号 R６.８.19 

 

《家庭教育支援チームの取組》 胆振管内発 

 白老町家庭教育支援チーム 

「ぴんぽーん」について 

 「ぴんぽーん」は、平成21年から活動しており、現

在の支援員は４名です。子育てに携わる家庭にお

ける不安や疑問等を解決する手助けをするため、

きめ細かな家庭教育支援活動を展開しています。 

具体的には、乳幼児検診時を利用してアンケート

調査を行うことで訪問ニーズを把握し、その中で依

頼のあった家庭に対し個別訪問を実施しています。

訪問に際しての費用は無料で、乳幼児から小学６

年生の子がいる家庭を対象としています。その他、

講師派遣や子育て講座、小・中学校を対象とした家

庭教育講話、家庭教育支援だより「ぴんぽーん」の

発行など活動は多岐に渡ります。 

モットーは、 

～いつでも・どこ 

でも・速やかに、 

子育て情報届け 

ます～です。 

支援チーム会議の様子 

《家庭教育サポート企業の取組》 渡島管内発 

ドローン・SDGｓ学習の提供～大鎌電気株式会社(函館市・令和３年度締結)～ 

大鎌電気は、道南エリアで電気設備工事を手掛けている1945年創業の企業で

す。公共施設から、工場や個人宅まで幅広く対応しています。近年は、教育委員会

等と連携した「ドローン講習会」や「SDGｓ講習会」を積極的に開催しています。 

これまで、ドローンやSDGｓの資格を有

するスタッフが中心となり、七飯町教育委

員会主催の社会教育事業や様々な校種の

学校に出向いて講習会を実施しました。 

ドローン講習会では、建設工事におけるドローンの活用方法や飛行

ルール等の専門的な内容をテキスト等で学んだ後に、実際にドローン

の操縦体験を実施するなど、座学と実技を組み合わせたプログラムを

展開しています。講習が終了した後も参加者がドローンに親しむこと

ができるよう、使用したドローンは寄贈されています。 

 

学校対象のドローン講習会 

七飯町教育委員会主催のドローン体験会 

《檜山教育局独自の取組の紹介》 檜山管内発 

 檜山教育局Ｘ公式アカウント 

「ひやまをつなごうmini」について 

 檜山教育局では令和３年度から、檜山管内にお

ける地学協働活動の一層の推進を目的に、様々な

取組を、広報紙「ひやまをつなごう」をとおして関

係機関等に情報提供していますが、令和 6 年２月

から、X 公式アカウントを開設し、よりタイムリーな

情報を発信しています。 

 檜山管内の高校の総合的な探究の時間の取組

や、各町教育委員会が実施した「親子魚さばき体

験（江差町）」や「親子でわくわく体験広場（せたな

町）」、「いまかねミュージックサマースクール（今金

町）」などの社会教育事業の様子を、週２回ほどの

ペースで投稿しています。 

 X で「ひやまをつなごう」 

と検索するか、右記の二次 

元コードを読み取るとフォ 

ローできますので、檜山管 

内の魅力的な取組を是非 

ご覧下さい！ 
Xの登録はこちらから 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発行元】北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 

電話 ：011－204－5994 

メール：kyoiku.seigaku1@pref.hokkaio.lg.jp 

ＨＰ ：https://manabi.pref.hokkaido.jp/wa/dokyoi/sgg/support/  

【家庭教育サポート企業の皆様へ】 

北海道家庭教育サポート企業等制度のロゴマークの活用や締結の PR を！ 

 北海道家庭教育サポート企業等制度に登録の企業は、令和６年３月末で、2,888 者となっています。 

地域活動等を行う際には、チラシや HP などに、締結企業であることの記載やロゴマークの掲載など、

積極的な PR にご協力ください。 

〈チラシ等での記入例〉 

 例１：（株）○○建設 （令和△年 北海道家庭教育サポート企業等制度締結） 

 例２：北海道家庭教育サポート企業 NPO 法人□□□ 

 例３：（有）●●電機は、北海道教育委員会と北海道家庭教育サポート企業等制度の締結を結び、地域

の子どもの成長や家庭教育を応援して、地域活動に協力しています。       など 

〈ロゴマーク掲載 URL〉https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/support-kigyo.html 

情報をお寄せください！ 

 ○皆さんの日頃の活動や学校支援などの活動の様子をお知らせ下さい。 

・学校支援に係る活動（インターンシップの受入、職場見学、出前講座、環境整備など） 

・地域での活動（お祭りの支援、スポーツ大会の主催や支援など） 

・企業内での家庭教育に関する学習会 など   

 ○取組内容について、「もっと地域や学校にこんな協力ができるよ！」というお声があれば、ぜひお知

らせください。地域や学校、各種団体などからの要請に応じたマッチングや、教育委員会や学校等の

公的機関への情報提供など、制度の積極的な活用を行っていきます。 

なお、公的機関には、計画にある取組（「職場見学や職場体験の実施」など）について情報提供するこ

とがありますので、ご了承ください。 

・講演講師（北海道教育委員会ボランティアバンク等への登録も可能です） 

・スポーツや文化課活動の指導  ・子ども会の指導  など 

 

👉 管内の教育局または下記の連絡先までお願いします  

《親子で参加可能なイベントのお知らせ》 日高管内発 

 日高の自然を五感で体感！「ひだか野あそびプロジェクト」について 

国立日高青少年自然の家では、今年度、子どもたちとその保護者を対象とし

た日帰りまたは１泊２日の事業として「ひだか野あそびプロジェクト」を年間

約６回計画しています。 

この事業は、未知の経験や冒険的活動に触れることによって、身近な自然に

おける体験活動に興味・関心を広げ、積極的に自然に関わろうとする態度を養

うことをねらいとし、季節に合った体験活動を行います。 

冒険的要素があふれる沢登りやアウトドアキャンプ、参加者みんなで協力し

て作る野外炊事、日高の冬を感じる雪あそびなど、自然の家ならではの活動に

多くの子どもたちが参加して、その季節の自然を是非、五感で味わってほしい

と思います。 

また、自然の家では、12月に「サイエンスフェスティバル」、１月に「わく

わくスキーinひだか」などの親子向けの事業も予定しています。みなさまの

ご参加、心よりお待ちしています。 

詳しくは、日高ＨＰ（https://hidaka.niye.go.jp/）をご覧ください。 

 

沢登りの様子 

雪遊びの様子 

https://manabi.pref.hokkaido.jp/wa/dokyoi/sgg/support/
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/sgg/support-kigyo.html
https://hidaka.niye.go.jp/

